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学校は、ホームページや学年通信などを通して教育方針をわかりやすく保護者や地域へ伝えている。

学校は、子どもたちに豊かな心を育て、いじめや仲間はずれのない学校づくりに取り組んでいる。

約80％の方が肯定的に受け止めている。今年度は，学級内での掲示物にもお互いのよさを認め合えるような
掲示を心がけてきた。今後も人権学習・道徳教育をさらに充実させていくとともに，平素の子どもたちの様
子をよく観察し，教員間で情報交換・情報共有をさらに推進し，いじめ防止に努めていく。

学校は、「おはよう」「さようなら」「ありがとう」などの基本的なあいさつ運動に取り組んでいる。

約90％の保護者が，肯定的に受け止めている。「池小スタンダード」の定着を図るための取組や各学級での
指導の徹底を継続した結果と受け止める。今後も継続して取り組みを進めていく。

90％を超える保護者が，肯定的に受け止めている。今後も，保護者と連携を図りながら，生活態度やきまり
について周知徹底を図っていく。

昨年度よりも分からないと回答する保護者が少なくなった。年度後半からプログラム学習にも取り組んでお
り，後期は肯定的な回答が８０％を超え，分からないと回答する保護者も少なくなった。今後も，ＩＣＴ機
器の積極的な活用，指導力向上研修の充実を図り，わかりやすい授業を行っていく。
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令和3年度　池小教育に関するアンケート結果からの考察
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池小教育について
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学校は、学力向上を目指してパソコンなどを利用した分かりやすい授業に取り組んでいる。

学校は、生活態度や決まりについてきちんと指導している。

約80%の保護者が，肯定的に受け止めている。前期に比べ，肯定的な回答の割合が高くなっている。今後も学校や学年･学級から伝
える内容・方法について工夫していきたい。学校行事に関してはホームページを随時更新しているが，各学年のページが更新でき
ていないことが，ＣＤの評価に繋がっているのではないかと推察している。今後は学年のページについても充実させていきたい。
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お子さんは、やさしく思いやりのある態度が見られる。

前後期とも約90％の保護者が肯定的に受け止めている。連絡帳や電話による連絡を継続的に行ってきた結果
だと考えられる。今後も継続していき，子どものよりよい成長のため，さらに連携を深めていく。

お子さんは、学校に楽しく通っている。

お子さんは、家庭学習（宿題や読書も）に意欲的に取り組んでいる。

お子さんは、ルールを守ったり、早寝早起きなどの基本的生活習慣が身についている。
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お子さんの様子
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約95%の保護者が「子どもは学校に楽しく通っている」と答えている。日々の教育活動の成果であると考え
る。前期に比べあまり当てはまらないの割合が若干増えている。今後も，より一人一人の子どもを見つめた
教育活動を展開していく。

前期に比べ後期は「子どもが家庭学習に意欲的に取り組んでいる」と答えて割合が若干少なくなっている。
多くの保護者が児童の家庭学習に対して，もっと意欲的に取り組んでほしいと願っていることがわかる。今
後も，学力向上をめざすとともに，「家庭学習の手引き」「家庭学習のしおり」の見直しを図り，児童の学
習意欲向上に取り組んでいく。

約80％の保護者が，「子どもはルールを守ったり，早寝早起きなどの基本的生活習慣が身についている」と
答えている。しかし，身についていないと感じている保護者も多く，今後も継続した取組が必要と考えられ
る。インターネットとのかかわり方など生活習慣の見直しを再度指導していき，家庭とも連携して子どもた
ちの望ましい生活習慣を確立させることが必要である。

学校は、子どものことを大切にし、家庭と連絡や相談などができている。
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学校行事に参加したり、担任の先生と連携がとれている。

80％を越える保護者が，「学校行事に参加したり，担任の先生と連携がとれている」と答えている。本年度は，コロ
ナ禍の中で行えなかった学校行事も多くあった。開催できた行事については，保護者の皆様には感染予防対策も含め
協力を得られており，とても感謝しています。ただ，約10％の保護者が「そうではない」と答えており，保護者が参
加しやすい工夫をしたり，参加ができない場合でも懇談・連絡等を通して，さらに連携を深めていきたい。

家庭で、善悪の判断や礼儀、言葉づかい等のしつけや、早寝早起きなどの基本的生活習慣をつけさせている。

約90％という高い割合で保護者が「家庭で，善悪の判断や礼儀，言葉遣い等のしつけや早寝早起きなどの基
本的生活習慣を身につけさせている」と解答しており，家庭教育の意識の高さが見られる。今後も，家庭で
の教育について，連携しながら啓発していく。

家庭で、学校でのことや毎日の出来事など話が聞けている。

約90％の保護者が「家庭で学校でのことや毎日の出来事など話が聞けている」と答えている。保護者の子ど
もの教育に対する関心の高さが感じられる。今後も継続して，子どもたちを温かい目で見守り，賞賛や励ま
しの言葉をかけていただきたい。C+Dの割合も若干ではあるが昨年度より少なくなっている。今後も家庭と
学校とが連携し，子どもたちを育てていけるよう努めていく。

家庭で、子どもに家庭学習が定着できるようしている（宿題や連絡ノートをみている）。
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約80％の保護者が家庭学習の定着に努めてくださっている。しかし，約20％近くの保護者が「そうではない」と答え
ており，十分な時間をかけてあげられていない家庭もあることが分かる。子どもたちに生きる力を身につけさせるた
めには，家庭での学習習慣の定着が必要であり，そのためには，保護者の協力が必要である。「家庭学習の手引き」
「家庭学習のしおり」の見直しを図り，保護者（家庭）と協力できるようにする。

90％以上の保護者が当てはまると考えている。後期は約95％の保護者が「子どもは優しく，思いやりがあ
る」と答えている。人権学習・道徳教育をさらに充実させていく。平素の子どもたちの様子をよく観察し，
教員間で情報交換・情報共有をさらに推進し，豊かな心の育成に努めていく。

保護者自身のこと
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